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声としての神 

申命記 4 章 5節-14 節 

金井 美彦 

はじめに 

 申命記はモーセ五書の最後の書物で、モーセの遺言と位置付けられています。ただし、モーセ五書と

言われるものの、この申命記は前の四書(創世記から民数記)とは独立的な文書であり、かなり後になっ

て四書とつなげられたと思われます。 

 申命記はそれまでの物語とは感じがかなり異なっています。それは物語としての枠の構造を一応持

ちますが、全体として律法の集約であり、しかもそれは王国時代、さらにはそれ以後の時代を反映して

います。中心は王国時代末期、ヨシヤ王の宗教改革時代(前 622 年頃、つまりモーセ時代から 600 年も

後)と言われることが多いのです。なお、これは五書とは分けて、続くヨシュア記から列王記に至る巨

大な歴史記述の序文としてみるべきかもしれません。 

 この文書は、これに先立つ四つの書物に見られる主要な出来事、すなわちエジプト脱出、シナイ啓示、

荒れ野の旅、について回顧することから始めています。今回取り上げるのは、その回顧の途中でのモー

セの勧告です。 

諸国の民の模範としてのイスラエル(4章 5節-8 節) 

 カナンの土地取得に先立つ勧告の内容、それは新たに入っていく土地において掟と法を実現して生

きることの要求です。「あなたたちに掟と法を教えたのは、あなたたちがこれから入って行って得る土

地でそれを行うためである」(5節)。言いかえれば、そこにヤハウェとともに歩む理想的な共同体を形

成しようという強い意志表示です。 

 そして「知恵があり、賢明な民である」(6 節)という諸国の民の称賛を得ることが求められています。

この意志表示は自尊と自信に満ち溢れています。 

 ところで、「いつ呼び求めても、近くにおられる我々の神、主のような神を持つ大いなる国民がどこ

にあるだろうか」(7 節)という文にある、「近くにおられる神」とはどんな神をイメージすべきでしょ

うか。これは神が各人の心の中にある(現れる)ということなのでしょうか。 

勧告の内容―厳格な要求(9節-10 節) 

「ただひたすら注意してあなた自身に十分気をつけ、目で見たことを忘れず、生涯心から離すことなく、

子や孫たちにも語り伝えなさい」(9 節)。 

 ここには申命記の著者の、伝承への強い意志が表明されています。 

 共同体は未来の世代を前提にして、いまの時代を生きるということが第一の原則です。他方、過去を

想起し、現在を整えることも求められているのです。旧約思想に見られる共同体存続の柱はこの二つの

点にあると言えるでしょう。やや話がそれますが、今の日本では歴史を伝える努力が非常に弱いと思い

ます。最近息子と話をしていて、今度の原発事故以前の核に関わる大事故についてほとんど記憶されて

いない事に驚きました。九九年九月に起きた JCO の臨界事故のことです。この事故で確か二人の方が急

性放射線障害で亡くなりましたが、これに関して息子から放射線障害の悲惨な姿がどうであったかが

きちんと伝わっていないのはなぜか、を問われました。私自身は学び伝えた記憶があるのですが、実際

にはその真の姿まできちんと知る努力をしていませんでしたし、事の詳細はやはり隠されていたので

す。今回の原発事故は極めて甚大であるにもかかわらず、既に「収束」などという言葉が使われ、ひと

まず収まったかのような雰囲気が作られ、原発再稼働さえ行われようとしています。この事故の重大さ

と被害の深刻さを見ようとしないのです。「経済に響くから」といって矮小化する勢力の声が大きいの

です。このような事態を放置することは許されません。わたしたちは事態を明るみに出し、徹底して解

明し、責任を問い、記憶にとどめ、未来に伝え、この事故の悲惨を共に担って解決しなくてはなりませ

ん。そしてそのために「声」をあげなくてはなりません。 

シナイ山での神顕現の回顧(11節-14 節） 

 黒雲、密雲、そして山は燃えています。これは火山の噴火のイメージでしょうか？しかし、こうした

不吉で激しい自然現象の中にヤハウェの姿を見ることはできません。この中からヤハウェは「語りかけ
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られた」のです。 

「主は火のなかからからあなたたちに語りかけられた。あなたたちは語りかけられる声を聞いたが、声

の他には何の形も見なかった」。 

 ここでとくに強調しているのは、「何の形も見なかった」という点、すなわち神は形を持っていない

ということです。この言葉はその先 15 節でも繰り返されています。偶像崇拝の禁止とのかかわりで、

ことさら「形なく」という点が強調されるのです。15節-40 節では繰り返し偶像の禁止とそれを破った

際の罰が書かれています。 

 ところで、15 節-40節はいかにも強権的な書き方です。ここには背後にある王権ないし祭司権力が想

定されます。もちろん語っているのはモーセとされていますが、実際のところは代弁者としての王権

(ないし祭司権力)でしょう。これはおそらくバビロン捕囚の前後と思われますが、前であればヨシヤ王

の宗教改革の時期、後なら捕囚期末と思われ、第二イザヤとの関連もあるかもしれません。 

「声としての神」がここで強調されるのは、申命記的神学、とりわけ偶像の禁止と表裏の関係にある

と思われます。つまり神がこの地上のものによって表象されることなどあり得ないという、少々身も蓋

もない考えからすると、この神はかたちを持たない。あるいはそのかたちを見ることができない。それ

ではどのように現れるのでしょうか、いやそもそも「現れる」こと自体が不可能ではないでしょうか。

こうした疑問に答えるのは容易ではありませんが、申命記では神は「声」として自らを現すとしている

のです。声には形がない、したがって目には見えません。 

ところで声としての神のポジティブな意味はなんでしょうか。 

声とはなにか。声とは音であるか？火山や雷鳴、雲といった自然現象を神の声として理解し解釈した

のでしょうか。 

 しかし、こんな鳴りものでは単に恐怖と威嚇をもたらすだけです。これでは民の主体性が阻害される

だけです。自然現象は神の支配のもとにあるにすぎません。 

 全体としてこの個所を含め、申命記は権力的・威圧的であり、顕示的です。その理由は、書かれた律

法としての申命記が極めて絶対性の高いものであるからなのでしょう。 

しかし、「声としてある」神とは、偶像を否定するために消去法的に残った見方にすぎないものなの

でしょうか。それとも本質的な価値を持つ表現なのでしょうか。 

これに答える前に、この声は果たしてどこから来るのかを問うておきます。 

①外からの声か？外にいる人の声。他者の声。 

②内からの声か？これは各人の心に生じる声であり、それはわたしの中にある、わたしでない者。 

③内、外の概念を越えた「場所」からの声。 

わたしはいまのところ②だと考えていますが、いずれにしても、声として語る神は応答する人間が必要

です。 

申命記はことさら「声」を強調しながら(12節、15 節、5章 22 節、24 節)これまでに伝えられた律法

をまとめています。申命記の声はモーセの声です。しかもモーセの声は神から伝えられたものであるか

ら、その声は神そのものでもあります。そしてそれを聞く者はイスラエルとなります。他方、それを聞

いた者(読んだ者)がその子どもたちに語れば、語る読者はモーセであり、神でもあります。そしてその

子どもたちはイスラエルになります。もちろん、読む人自身は同時に聞く者でもありますから、自分の

内に神が立ち現れることになるのです。こうして申命記を核とした声としての神は、伝えられることに

よって生き続けるのです。 

こうしてみると、7 節の「いつ呼び求めても、近くにおられる我々の神」の意味が自ずとわかってく

る気がします。民はモーセの言葉、すなわち神の言葉を読むことで、過去を想起し、再びモアブの谷に

召喚され、モーセの間近で、すなわち神の最も近くで、改めてイスラエルの自覚を呼び起こし明日への

歩みを開始するのです。 

わたしたちは神を見ることも触る事も出来ません。しかし聖書を読むことを通じて、神をとらえるこ

とができるのです。それはわたしたち自身が(声に出して)読むことを通して、神を呼び起こすからです。

そして同時にそれを聞き、かつ世代を越えてそれを伝えることができるのです。 
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しかしその声が聖書を読むことだけに限定されるのではありません。神の霊は自由であるから。それ

に敏感であるためにはわたしたち自身が自由でなくてはなりません。(2012 年 7 月 1日の証詞から) 

 


